平成２６年度　まちづくり委員会第一回合同部会会議ワールドカフェ
テーマ：「合併１０年！まちづくり委員会の今後の方向性について」
③委員会の今後の方向性、進むべき方向、行政との協働は
・テーマにできる問題
人口減少にどう取組むか市町村として生き残り対応を考えよう
財政健全化・自主財源の確保
庁舎の一本化と場所は何処に？
商店の活性化、賑わい作り
まちづくり委員会行政との協働体制不足では？
・目標を作る
まちづくり委員会の位置づけははっきりしているのか？
まちづくり委員会として魚沼市の未来像を定める。進むべき方向性の検討
はっきりした目標がないと進めない
委員会（部会）の５～１０年先のビジョンを決める
・使命
まちの将来像をまちづくり委員会が提案する
市民の意見を反映した提言を行う
行政の提言制度を確立する
行政からの明確な報告が無い
年に一度は市に提言する
・人に役に立つことをする
まちづくり委員になる時に自分の参加するテーマ・目的を明確にして入る
部会の名称の一考（市民が参加しやすい親しみやすい名称を考える）
行政・委員会共にやること、やったことに評価を加える
・会議のやり方
行政の範囲での部会でなく興味や課題別のテーマにする
部会を兼務する
話し合いのときわきあいあいの雰囲気作り
運営の仕方を考える
他の部会と一緒に行動することを考える
何を何処までいつまでに誰がやるのかを決めてからやる
少子化や未婚等の近々の課題を部会のテーマにする
合同部会がよい
市民が見えることを徹底する
少人数の部会やワーク・話し合いができるようにする。５～１０人くらい
毎回テーマを作りそれについて話をする。
・予算
活動するにはお金が必要になることがある。予算をとり行政と一緒に進めて内容の充実した方向へ。
・PR広報
毎月１回の開催日を２週間前には決めHPにのせる
今回は何のテーマで話すかHPにのせる
茶飲み話にPRを発信する
市民の理解を増やせるよう宣伝・アピールをする
・他団体との協力
行政・コミ協との協働
まちづくり委員会がコミ協に出向き共同で活発な意見交換を
各種団体間の連携役
・行政との協働
行政職員の参加が無くなった。
行政とまちづくり委員会の協働のシステムを構築する。※１０年経ったができていない
会議の公開　市民への発信内容を報告すること
定期的に行政と意見交換をする
行政の課題を市民レベルでやれることをやってもらう
市との関係提案等は丁寧に前向きに取り組むこと
